
彦根景観フォーラム 入会のご案内 
彦根景観フォーラムは、まちづくりを楽しむNPOです。大学教員、建築家、会社員、商店主、公務員

などが集まり、知恵と力を合わせて活動しています。年会費 6,000 円 詳しくは事務局まで。 

●ブログ   http://hikone-keikan.seesaa.net/ （移転しました）  

● 定例会  毎月第３金曜日 午後７時～９時 ひこね街の駅「戦國丸」 誰でも自由に参加できます。 

●お問合せ：彦根景観フォーラム事務局 TEL 080-1416-5968  FAX 0749-27-1431 

    E-mail: hikonekeikan@hotmail.com まで 

一圓屋敷が登録文化財に 

多賀里の駅・一圓屋敷は、平成２６年３月１８日、

国の文化審議会において登録文化財（建造物）に選

定され、文

部科学大臣

に答申され

ました。 

登録名は、

旧一圓家住

宅主屋、文

庫蔵、米蔵、雑蔵および木蔵。格式のある座敷をも

つ規模の大きな主屋を中心に用途の異なる３つの

蔵が連なる屋敷構えで、江戸時代末期から明治期の

庄屋などの旧家の屋敷構えを良く伝えている点が

評価されました。 

 

多賀里の集い 4月5日（土） 

中川信子さん「古事記の植物たち」 

古事記には、普通にみ

られる身近な植物たち

がたくさん登場します。 

中川さんが選んだ植物

は１２種類。（カッコ内

は古事記での名前） 

ヒカゲノカズラ（日影・

ひかげ）、テイカカズラ（眞折蔓・マサキノカズラ）、

ガガイモ（羅摩・かがみ）、カツラ（楓・かつら）、

ウワミズザクラ（波波迦・ははか）、サネカズラ（佐

那葛・さなかづら）、ヒオウギ（ぬばたま）、ニワト

コ（山たづ）、ヤマモモ（桃・もも）、ヒメコウゾ（白

丹寸手・しらにきて）、イタドリ（多犀比・たじひ）、

スギ（杉・すぎ）。ほとんどが、多賀野鳥の森観察

会で出会った植物たちです。 

このうち、ヒカゲノカズラは、アメノウズメノ

ミコトが、アマノイワトの前で胸を露出して踊った

際に、（おそらく素肌に）たすき掛けにした植物で、

二股に分枝しながら長く地表を伸びる性質があり

ます。テイカカズラは、その時に髪に差したつる性

の植物で、花にはジャスミンに似た甘い芳香があり

ます。 

多賀と関係の

深いのが、カツラ

とスギ。カツラは

多賀大社の古例大

祭の神事「富之木

渡し」で、若葉が

生命の再生の象徴として用いられます。スギは、栗

栖の杉坂峠にある三本杉が多賀大社の御神木です。 

農家レストランの試食会は、山野草の天ぷら料

理。ニワトコ、ツクシ、つばきの花の天ぷら、ノビ

ルの味噌和え、ネギの丁字麩辛子ぬたあえ、原木し

いたけのすまし汁。どれもおいしかったけれど、一

番印象に残ったのは、平凡な「ちらしずし」でした。

小さな頃にお

祭りで食べた

味がよみがえ

りました。昔

と同じ製法の

酢だったのか

もしれません。 

http://hikone-keikan.seesaa.net/
mailto:hikonekeikan@hotmail.com


 

市民と行政が両輪となって 

保全と活用への道を開いた 

 

江戸時代の辻番所を併設した彦根藩足軽組屋

敷・旧磯島家住宅の保存修理が３年間、約１億１，

５００万円をかけて完了し、平成２６年３月１６

日、完成記念行事が行われました。 

９時３０分

から彦根市主

催で式典とテ

ープカットが

実施され、彦

根市長、市教

育長のほか、

芹橋二丁目自

治会代表、彦根景観フォーラム山﨑一眞名誉理事

（滋賀大学客員教授）などが完成を祝いました。  

その後、彦根辻番所の会と彦根景観フォーラム

などで構成する「彦根歴史的風致活用実行委員会」

の主催で「辻番所シンポジウム」を開催しました。

昼には芹橋二丁目第一自治会の皆さんが「屯（豚）

汁」をふるまわれ、なごやかな雰囲気の完成式とな

りました。 

 

「辻番所シンポジウム」では、山﨑教授が「足軽

辻番所オープンまでの道のりとこれからへの期待」

と題して講演され、その後、彦根市から「彦根市歴

史まちづくり計画」について谷口徹氏が、「辻番所・

足軽組屋敷（旧磯島家住宅）保存修理事業概要」に

ついて深谷覚氏が、それぞれ報告されました。 

このなかで、山﨑教授は、「今回、修復が完了し

オープンする運びとなった『善利組辻番所および足

軽屋敷』は、保存と活用を願う市民運動と彦根市の

文化財行政の協働の賜物です」と述べ、市民と行政

の活動の意義を再確認されました。（上図を参照） 

参加者からは、トラスト運動で多くの人に助け

ていただけたのも、地元の住民が必死に守ろうと

した姿に賛同いただいたからだと思うとの感想が

発表されました。 

 

辻番所・足軽屋敷は、４月から彦根辻番所の会

と住民有志が管理し、土日・祝日は午前１０時か

ら午後４時の間、一般公開されます。 

また、毎月

第３日曜日１

０時３０分か

らは、足軽辻

番所サロン・

芹橋生活が引

き続き開催さ

れます。 
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特集 古地図で歩く 

花しょうぶ通り、七曲がり 

● 一圓屋敷が登録文化財に 

● 多賀里の集い「古事記の植物たち」 

善利組辻番所・足軽屋敷 

修復完成・オープン 

近江猿楽「多賀座」２０周


